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Ｎｏ．３（９月４日発行） 

令和３年度大学入学者選抜（現２年生受験）から開始！   大学入試英語成績提供システムとは？ 

大学入学者選抜改革により、令和３年度大学入学者選抜（現２年生受験）から大学入試センタ

ー試験に代わる「大学入学共通テスト」が導入されます。この共通テスト導入に伴う注目点の１

つは、英語で民間の検定試験が活用されることです。受験生は、共通テストの英語（リーディン

グ・リスニング）の他に、民間の検定試験を受験しなければなりません。検定試験の成績は、

「大学入試英語成績提供システム」を通して各大学に提供されます。今回の進路通信ではこのシ

ステムについて特集します。 

 

1 大学入試英語成績提供システムとは？ 

大学入試英語成績提供システムは、受験生が共通 IDを用いて受験した資格・検定試験の成績

を大学入試センターで集約・管理し、大学からの請求に基づき、受験生が出願した大学に成績を

提供する仕組みです。令和３年度大学入学者選抜（現２年生受験）から導入されます。受験生

は、資格・検定試験の受験申込前に共通 IDを取得し、大学を受験する年度（高校３年生）の４

月から１２月の間に、大学への成績提供を希望する資格・検定試験を受験する必要があります。

システムに登録できる試験の成績は最大２回までとなります。大学へ提供される成績は、スコ

ア、CEFR対照表に基づく段階別（成績）表示及び合否（判定している場合）が基本となります。 

 

 

 

 



2 外部検定試験の活用で知っておくべきこと 

 現在の高校２年生から、外部検定試験が「大学入試英語成績提供システム」を通じて入試で活

用される状況となります。 

基本的には「３年時（一部例外あり）の成績が２回まで使われる」ということですが、気を付

けなければいけないのは、システムへの登録方法が「事前申請である」ということです。 

 外部検定試験を申し込む際に、大学入試センターから発行された共通 IDを記入することで、

その成績情報が大学入試センターに送付され、各大学へ提供されます。 

 いくつかの検定試験の受験後に２回分の良い結果を選び大学に提供する仕組みではありませ

ん。また、共通 IDを記入して外部検定試験を受験した後、大学への成績送付を取り消すことな

どもできません。 

 

3 西高のこれからの動き 

（１） ２年生（全員） 

①  １０月４日   共通 ID発行申込書 記入指導 

②   １１月１日   大学入試センターへ申込書送付 

                        

（２） ３年生（希望者のみ） 

①  １１月下旬   共通 ID発行申込書 記入指導 

②   １２月２日   大学入試センターへ申込書送付 

                       

 ＊２，３年生ともに、申込書を生徒本人が学校で記入します。 

＊申込書は学校で一括して送付します。 

＊受験する資格・検定試験によっては、その試験の受験料が減免される場合があり、 

受験料減免を希望する場合は ID発行の手続きと同時に申請が必要となっています。 

受験料減免についての詳細は、別途保護者宛の文書でお知らせしました。 

 

4  大学入試英語成績提供システム参加予定の資格・検定試験と CEFR との対照表 

 


